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　1860 年のリバプール宣教会議以後、Henry Venn と Rufus Anderson が提起した「三自」の宣教
理論は 19 世紀後半のプロテスタント宣教運動の主流思想となっただけではなく、世界各宣教地












宣教協力という精神を促進するため、1913 年 J.R. Mott を迎えて、上海で第四回基督教全国大会









反対し、民衆に信教運動への参加を呼びかけた。1919 年 12 月に「中華続行委辦会」が外国人と
中国人とのキリスト教指導者を招聘して、中国におけるキリスト教会の使命について意見を求め


















































時期へと移り、ゆっくりではあるが、しかし着実に、中国における教会（the Church in China）の












　1913 年 3 月 11 日～ 14 日に上海で開かれた第四回キリスト教全国大会は、宣教師と中国人指
導者の協力のための土台を築いた。今回の大会は以前の 3 回の大会と違って、初めて中国人代表
者が出席し、その数は全代表者 115人の中に 3分の 1を占めた。(11) これらの中国人代表者を見て、
西洋宣教師は、「中国の教会は良き指導者に恵まれていることを、われわれはこれまでになく今
(9)　査時傑『中国基督教人物小伝　上』、台湾中華福音神学院出版社、123 頁。













　20 世紀初期、中国教会の外においては、新文化運動・五四運動とそれに続く 1920 年代のナショ
ナリズムが盛んになり、教会の内においては、中国キリスト者の質的成長が見られた。特に 1922























(12)　“The Chinese Record", April, 1913, pp195-201,207.
























































　数年にわたる準備を経て、1927 年 10 月上海で最初の全国総会が開かれて、全国組織の「中華
基督教会」が正式に発足した。全国総会に参加した 88 名の代表のうち 66 名が中国人の指導者で、














(18)　C.Y.Cheng, ”The Development of an Indigenous Church in China”, International Review of Missions, (Vol, 6), 
1923, p374.
(19)　姚民权・罗伟虹『中国基督教簡史』、宗教文化出版社、2000 年、187 － 188 頁。
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